· 研究所使用欄につき記載不要です

	所　長
	企画経営監
	総務調整室長
	技術支援部長
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	担当者

	
	
	
	
	
	
	


第２号様式（第３条関係）

申込日

令和　　年　　月　　日
（地独）青森県産業技術センター
工業総合研究所長　殿

〒

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：                                          
　　             (氏名には企業名・団体名等をご記入ください)

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(連絡担当者名：　　　     　　　　　　　　　        )

機械使用（予約）申込書
下記のとおり機械を使用したいので、申し込みます。

機械使用終了後に、記入された終了日時（時間・金額）による使用料を納付致します。

記

１.使用の目的（該当箇所を○で囲んでください） 品質管理 ・ 処理 ・ 試作 ・ その他（　　　　　　）

２.使用する日時、機械の名称、金額等
	予約日時

記載例:

1/1 10:00～15:00
	使用機械

(機械の名称)
	単価(円)
	*研究所使用欄につき記載不要です。

	
	
	
	*使用日時

(機器使用終了後に記入)
	実使用時間
	金額(円)

	/
	
	
	１時間まで
	
	/
	
	　時間
	円

	
	
	
	2時間目以降
	
	
	
	
	

	/
	
	
	１時間まで
	
	/
	
	　時間
	円

	
	
	
	2時間目以降
	
	
	
	
	

	/
	
	
	１時間まで
	
	/
	
	　時間
	円
	１時間まで
	
	/
	
	　時間
	円

	
	
	
	2時間目以降
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合計（請求額）
	円


３．使用料の納付方法（該当箇所に○をしてください）

ａ．現金による支払い（※お釣りのないようにご用意下さい）

ｂ．請求書による振り込み（※振込手数料は上記申込者のご負担となります）
・請求書の送付先：上記申込者（請求書宛名は氏名欄記入申込者）

※送付先変更のご希望の場合は、下記の備考欄にご記入ください（同一法人に限り、送付先住所変更可）

※請求書発行までに時間を要しますので、お急ぎの場合は予めご連絡ください。
・備考：

（裏面）

	予約申込みについて

１　当研究所で予約申込みが適切と認められる場合に受け付け致します。

２　開始日時の変更は原則できません。開始時間を過ぎた場合申込を取消す場合がございます。

	お客様へのお願い
１　機器の使用時間は、原則として平日9時から17時までです。（準備、清掃、終了作業を含みます。）

　　申込書の受付時間は8時30分から17時ですが、申込当日に使用する場合は事前に使用の可否を確認し、15時までに申込してください。
２　機械使用の時間単位は1時間です。時間単位を超過する場合は切り上げとなります。

　　※1時間未満は1時間までの料金となります。（昼休憩等により、機械が作動していない時間は、料金は発生しません。）
３　使用する当日は、研究所正面玄関での受付手続を行い、在所中はお渡しする名札を着用してください。
４　機器の使用に際しては、担当職員の指示に従い、関係する規程及び手順書等を遵守し、環境保全及び安全の確保に努めて下さい。
５　機器は、それぞれの性能に応じて適切にご使用下さい。
６　事故等の発生及び機器を破損等した場合は、速やかに担当職員へご連絡願います。
７　所内に特定化学物質等又は高圧ガスボンベ等の危険物を持込む場合は、事前にご相談下さい。
８　前項に該当する物品の残品等は、必ずお持ち帰り下さい。

９　研究所敷地及び施設内において、薬品類の破損や機器からのオイル漏れ等の緊急事態が生じた場合は、速やかに技術支援部（内線番号200，201，202）へご連絡下さい。

	機械器具ご使用に当たっての注意事項等
１（損害賠償）
　使用期間中に生じた機器の損害については、不可抗力その他、研究所長がやむを得ないと認めた場合を除き、使用者においてこれをご負担いただきます。
２（事故報告）
　使用中における使用者の事故（負傷、疾病等）は、使用者の責任においてご対応いただきます。
３（取消及び使用制限）
　　次の事項に該当したときは、機器の使用許可を取り消し、又は使用を制限いたします。
(1) 機器の使用を承認された者以外の者に使用させ、又は無断で機器の仕様を変更した場合
(2) 無断で使用目的を変更し、又は所定の場所以外で使用した場合
(3) 研究所職員の指示に従わなかった場合

(4) 予約申込の場合で頻繁に予約キャンセルするなどの事例が見られる場合。

注）なお、青森県産業技術センターの業務上、支障がある場合は、機器使用申込の内容を調整いただくことがございます。
４（原状回復）
　使用後は原状に回復するとともに、当該機器の担当職員へ報告し機器使用終了の確認を受けて下さい。
５（その他）
(1) 停電、機器の故障などにより機械使用等が実施できなかったことによる損害賠償はいたしません。

(2) 納付した使用料は還付いたしません。

(3) 申込者は本内容を了承の上、申込みして下さい。


誓　約　書

私は、このたび貴研究所の貸出機器等を使用するに当たり、関係規則及び上記注意事項等に同意し、私の機器使用に伴い生じた機器の損害その他の事故については、当方が一切の責任をもって処置致します。
令和　　年　　月　　日

住所

(申込み者と同じ場合は「同」と記入)　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

使用者氏名（署名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	前処理の有無

有　・　無

	食品・化粧品

動植物(食品以外)・他有機物

プラスチック
	金属・非鉄金属

有機/無機複合材

他無機物（水他）
	工芸・デザイン

ＩＴシステム

他
	【その他】


■工業総合研究所使用欄　
№　　　　　―





　時　　　分


　～


　時　　　分





　時　　　分


　～


　時　　　分





　時　　　分


　～


　時　　　分





　時　　　分


　～


　時　　　分





　時　　　分


　～


　時　　　分





　時　　　分


　～


　時　　　分





　時　　　分


　～


　時　　　分





※機械ご使用に当たっては、裏面の注意事項等をよく読んでお申し込み下さい。


注　用紙は、日本工業規格A４縦長とする。








